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21．高性能4・head　SPECTによる脳血管障害例のTc・

　　99m　HMPAO像
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　Tc－99m　HMPAOは，1－1231MPと比較して半減期が

短いTc－99m標識で数倍の放射能の投与が可能であるた

め優れた分解能の画像を得ることができる．われわれは，

高性能のSPECTを用いてTc－99m　HMPAOのwhole

brainの3次元像の検討を行った．

　対象は脳血管障害症例21例でTc－99m　HMPAO　20

mCiを静注し10分後より約30分の収集を行った．

SPECT装置は，4－HEAD回転型ガンマカメラSPECT

で輔成時の分解能は酬方向9．8㎜，縦方向7．0㎜

で，一回の収集によって4㎜厚の連続42スライスの

横断面像が得られる．この連続横断面像とCT，　MRIと

の比較検討を行った．

　皮質梗塞例8例においては全例にてCTの低吸収領域

（LDA）に一致したTc－99m　HMPAOの集積低下を認め

た．深部組織である，橋，中脳，視床，尾状核および皮

殻は21例中20例において同定可能であった．基底核レ

ベルのスライスおよび皮質に病変のない症例においては

1例を除き他の6症例では各部位に左右対称的な集積を

認めた．穿通枝梗塞8例中2例でCTのLDAあるい

はMRIのT2延長像に一致すると考えられるTc・99m

HMPAOの集積低下を認めた．また，中大脳動脈の皮

質梗塞症例6例中の5例において同側の視床あるいは皮

殻のTc－99m　HMPAOの集積低下を認めた．この血流

低下は皮質から同側の視床あるいは皮殻への神経伝達の

影響と考えられた．

　高分解能の回転型SPECTとTc－99m　HMPAOの組

み合わせによって得られたwhole　brainの3次元の高分

解能血流分布イメージによって，視床，皮殻および尾状

核などの深部組織の相対的血流のより詳細な検討が可能

であった．

22．内頸動脈および中大脳動脈に閉塞性病変を有する虚

　　血性脳血管障害患者の1・1231MP　SPECTの検肘

　　　森脇　　博　　松下　幸司　　井坂　吉成

　　　滝沢　　哲　　芦田　敬一　　今泉　昌利

　　　　　　　　　　　　　　　（国立大阪病院・循）

　脳主幹動脈閉塞症において，1・1231MP　SPECTを用

いて，臨床症状，X線CTおよび血管造影所見と局所

脳血流低下の部位との関係を対比し，本症の脳循環動態

を把握する上での本法の有用性を検討した．対象は9例

（両側内頸動脈1例，一側内頸動脈閉塞2例，一側中大

脳動脈閉塞6例），男性6例，女性3例，平均年齢53．3

歳，臨床症状は無症候性2例，RIND　2例，脳梗塞5

例であった．発症からSPECT検査までの期間は，4週

から2年の慢性期であり，CTもほぼ同時期に施行した．

　SPECTは，回転型ガンマカメラ東芝GCA－901Aを

用い，1・1231MP　3　mCi静注30分後より撮像した．各

大脳半球を，frontal，　parietal，　tempora1，0ccipita1，　basal

ganglia，　thalamus，　watershed　zone（anterior　territory，

posterior　territory）の8っの部位に分け，局所別のIMP

集積低下の有無を定性的に判断した．

　内頸動脈閉塞症，中大脳動脈閉塞症ともに閉塞側の大

脳半球では広汎な範囲で高頻度に血流低下が認められ，

その分布はhomogeneousであった．非閉塞側において

も多くの部位で血流低下が認められたが，その頻度は

watershed　posterior　territoryを除くと比較的低く，そ

の分布はheterogeneousであった．大脳半球を責任病巣

側と非責任病巣側，CT所見の異常のある側と正常側と

に分けて検討しても同様の結果が得られた．つまり，臨

床症状，CT所見，血管病変に異常のない側にても，

watershed　zone，特にposterior　territoryにてすでに高

頻度に相対的な血流低下が存在することが判明した．こ

のことは脳主幹動脈閉塞症の脳循環動態の解明の上で興

味深い事実と考えられた．
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